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“Beyond fixed camera” 

TossCamって何？ 
 

 TossCamは投げる、落とす、跳ねるといった高速な運動下にお
いて、360度全ての方向の映像を撮影するスタンドアロンなカメラ
システムです。特に回転運動に対して特化しています。 

TossCamと普通のカメラの違いは？ 
 

 例えば、皆さんが持っているコンパクトデジタルカメラなどでは、
上記の運動環境で撮影すると右図のようになります。このように、
従来のカメラシステムではカメラが運動することで生じるブラーに
より、全く価値のないコンテンツしか撮影することができませんで
した。 

 

 TossCamでは従来よりもはるかに高速なシャッタースピードで

映像を取得するため、このような運動環境でもブラーのない画像
を撮影することができます。 

↑通常のカメラを投げた場合 

←TossCamで撮影した場合 

（全周囲画像の一部） 
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TossCamを開発のきっかけは？ 
 

 ここ１０年でのカメラモジュールの開発は小型化と高画質化とい
う２つの軸がメインでした。これまでのカメラの開発の歴史が「小さ
くて綺麗に撮れるカメラ」というものを目指して来たといえます。 

 

 一方で、カメラモジュールの性能は全体的に底上げされており、
シャッタースピードやFPSといった時間的な性能も、昔に比べて 

はるかに良くなりました。これにより、カメラが運動してもブラーの
ない写真群を撮ることが可能になりました。 

 

 TossCamは「じゃあその運動の限界はどの辺なんだろう？」と

いう疑問から設計が始まりました。従来の設計思想とは異なる視
点から生まれたカメラシステムであり、このような高速な運動環境
下でブラーレスな全周囲映像を取得するスタンドアロンシステム
は現状では他に存在しません。 

↑落下するTossCamから撮影した全周囲画像 


